
第1四半期の取り組みと
その結果についてご報告します。

理事長

いつもたましんをご愛顧いただきまして、誠にありがとうございます。
新型コロナウイルス感染症の影響により依然として厳しい経済状況が続いている中、
今まで以上にお客さまが抱える課題の解決に徹底的に取り組み、
経営理念である「お客さまの幸せづくり」を実現してまいります。
今後も変わらぬご愛顧のほどよろしくお願い申し上げます。

-多摩の明るい未来を目指して-

本店３階中庭から見た風景
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警視庁での共同宣言（4月20日）
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TAMA NEXTリーダープログラム13期開講

　中小企業経営者の高齢化、後継者不足に悩む企業が多い中、
後継者支援を目的として、次世代ビジネスリーダーを育成する
経営者塾を明星大学と共催で実施しています。本プログラムで
は、マーケティング・財務・
マネジメント・労務等、経営
者として必要な知識はもち
ろんのこと、受講者同士の
人的ネットワーク形成の機
会も提供しています。

「たましん事業性ローン(法人向け）」取扱開始

　企業・事業者のお客さまの財務に関する課題を解決するため、
（株）クレディセゾン保証付事業性ローンの取扱いを開始しま
した。今後もラインナップを取り揃え、企業・事業者のお客さま
をサポートしていきます。

特殊詐欺被害防止の取り組み

　警視庁の「ＡＴＭでの携帯電話の通話はしない、させない」こ
とを社会のルールとして都内全域に広めていく「ストップ！Ａ
ＴＭでの携帯電話」運動に賛同し、４月に共同宣言を行いました。
　今後もお客さまの大切
な財産が特殊詐欺に遭わ
ないように、ポスターの
掲示やお客さまへのお声
かけなどを、警察と連携
して取り組んでいきます。

「キャッシュフロー表」の作成で未来の家計を見える化

　たましんでは、個人のお客さまの未来の家計を見える化する
ため、「キャッシュフロー表」を作成しています。「キャッシュフ
ロー表」は、現在の収入や支出、保有資産額から将来の家計を予
想する家計診断シミュレーションで
す。ご自身・ご家族の将来のライフイ
ベントや目標実現に向けて「必要な時
に必要なお金の準備ができているか」
「安心できるセカンドライフが過ごせ
るのか」などのライフプランを想定し
て、お金の流れを年単位で見える化し
ます。人生100年時代を見据え、今後
もお客さまの夢や目標実現へのサ
ポートを行っていきます。

本店エントランス「たまりば」

　立川のパブリックアートの結節点
として、“多摩の人々が集まる場”と
なることを願ったシンボル「たまり
ば」を本店１階エントランスに設置
しています。
　蜂と蜂の巣をモチーフに、巣の表
面は多摩地域の様々な土壌を採取し、
絵の具として使用しています。内部
は多摩の生物が影絵の光となって現
れ、未来に繋がるイメージを表現し
ています。

たま公民連携PPP・PFIプラットフォーム　個別商談会開催
　2018年5月から運営している「たま公民連携PPP・PFIプ
ラットフォーム」では、多摩地域の企業・事業者と大手事業者と
の個別商談会を開催しました。企業・事業者の将来的なPPP・
PFI事業への参画に向けて、20社が参加し、活発な意見交換が
行われました。

事業再構築補助金申請書ブラッシュアップ相談会

　地域の中小企業診断士と連携し、事業再構築補助金にかかる
申請書ブラッシュアップ相談会を月1回のペースで開催して
います。4月から6月にかけ、
45件を超える個別相談があ
りました。今後も相談会を
継続し、企業・事業者の思い
切った事業再構築の取り組
み支援に努めていきます。

※  PPPとは、公民が連携して公共サービスを
提供するしくみです。PFIとは、公共施設等
の建設、維持管理、運営等において、民間の
資金、経営能力及び技術能力を活用して行
う手法です。

たましんトピックス

10
年後 20

年後 30
年後

キャッシュフローの推移
試算

投資信託　新商品取扱開始

　4月から新たに投資信託3商品の取扱いを開始しました。さ
らに5月には、非対面での取引拡充に向けて、投信インター
ネットサービス専用商品を3商品追加しました。今後もお客さ
まの資産運用ニーズにお応えできるよう商品ラインナップの
充実に努めていきます。

ファンド名 取扱開始日
三菱UFJライフセレクトファンド〔安定型〕

2021年4月19日三菱UFJライフセレクトファンド〔安定成長型〕
三菱UFJライフセレクトファンド〔成長型〕
<購入・換金手数料なし>
ニッセイ外国債券インデックスファンド
※投信インターネットサービス専用商品

2021年5月17日
<購入・換金手数料なし>
ニッセイTOPIXインデックスファンド
※投信インターネットサービス専用商品

<購入・換金手数料なし>
ニッセイグローバルリートインデックスファンド
※投信インターネットサービス専用商品
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本誌に関する
お問い合わせ ホームページでも本誌やたましんに関するご意見・

お問い合わせを承っています。

○本誌に掲載している計数は、発表日現在において入手可能な情報に基づいています。また、会計監査人の監査を受けていません。
○原則として単位未満切り捨て表示のため、合計・前期末比等が表示数値による算出値と一致しない場合があります。
○月末時点の計数については「○年○月末」、期間中の計数については「○年○月期」として項目表示しています。
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預金・貸出金について

　預金積金残高は、2021年３月末より623億円
増加し3兆1,630億円となりました。貸出金残高
は、地域の皆さまが抱える課題の解決に積極的
に取り組んだ結果、2021年３月末より1億円増加
し、1兆1,946億円となりました。内訳をみると、
事業性のご融資は4億円減少、個人のお客さまの
ご融資は5億円増加しました。
※	個人のお客さまへのご融資には、個人事業者向け住宅資金・
消費資金等が含まれます。

有価証券について

　資金運用については、中長期的に安定した運
用を心がけ、各種リスク管理を行ったうえで、国
内外の債券を中心に株式や投資信託等に分散投
資しています。
※	有価証券の種類別残高は2021年6月末における貸借対照表計
上額です。

※	右図の「その他」は、投資信託等です。

不良債権について

　金融再生法開示債権のうち正常債権を除く開
示額は2021年3月末より1億円増加し694億円と
なり、不良債権比率も0.01ポイント上昇し
5.79％となりましたが、不良債権のうちの
81.62％は担保・保証や貸倒引当金によって保全
され、残りの18.37％にあたる127億円について
も、自己資本により、全額カバーされています。
※	金融再生法開示債権は、貸出金のほか、外国為替、債務保証見返、
仮払金、未収利息、たましんが保証する私募債を対象にしています。

※	要管理債権はありません。

損益について

　業務純益は、コロナ禍での資金
繰り支援などによる貸出金残高
の増加に伴い貸出金利息が増加
したことを主な要因として、前年
同期比3.8億円増加の26.7億円と
なりました。経常利益は前年同期
比3.9億円減少の25.5億円、当期
純利益は18.6億円となりました。

業績ハイライト


